
№679
月号6

 CONTENTS

平成23年6月9日発行

環境特集環境特集
健康チャレンジ健康チャレンジ

次世代育成委員会の次世代育成委員会の
これからこれから

「豊作を願って」「豊作を願って」
　平泉寺町小矢谷で、田んぼのオーナーによる　平泉寺町小矢谷で、田んぼのオーナーによる
田植えが行われました。これから秋の収穫に向田植えが行われました。これから秋の収穫に向
けた草刈りや稲刈りなどは、昔ながらの手作業けた草刈りや稲刈りなどは、昔ながらの手作業
で行われるそうです。で行われるそうです。
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件数内訳 平成23年5月末 前年比
総件数 214件 ＋12件
　人身事故
（うち高齢者）

26件
（9）

－1件
（＋1）

　　死　者
（うち高齢者）

2人
（2）

＋1人
（＋1）

　　傷　者 32人 +4人
　物損事故 188件 ＋13件

6月の納税

編
集
後
記

市・県民税▶1期
納 期 限▶6月30日（木）
口座振替▶6月27日（月）

交通事故発生状況
※高齢者＝65歳以上

　

５
月
25
日
か
ら
27
日
ま

で
の
３
日
間
、
愛
媛
県
新

居
浜
市
で
開
催
さ
れ
た

「
第
19
回
環
境
自
治
体
会

議
に
い
は
ま
会
議
」
に
参

加
し
て
き
ま
し
た
。
来
年

は
、
こ
の
大
会
が
勝
山
市

で
開
催
さ
れ
ま
す
。
初
日

に
全
体
会
、
２
日
目
に
分

科
会
、
最
終
日
に
分
科
会

報
告
が
あ
る
と
い
う
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
で
す
。

　

こ
の
大
会
は
、
環
境
に

関
心
の
あ
る
か
た
な
ら
ど

な
た
で
も
参
加
で
き
ま

す
。
来
年
は
、
ぜ
ひ
多
く

の
市
民
の
皆
さ
ん
に
ご
参

加
い
た
だ
き
、
環
境
に
つ

い
て
一
緒
に
学
び
、
実
践

し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

詳
し
く
は
本
文
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

4月末現在
自 然 動 態 社 会 動 態

5月末現在 月間増減
出生 死亡 計 転入 転出 計

男 12,466人 7 17 －10 13 19 － 6 12,450人 －16人
女 13,665人 8 19 －11 14 28 －14 13,640人 －25人
合　計 26,131人 15 36 －21 27 47 －20 26,090人 －41人
世帯数 8,223世帯 8,220世帯 －3世帯

人口の動き

　

平
泉
寺
が
三み
つ
み
ね
の
し
ろ

峰
城
で
新
田
義
貞
の
弟
の
脇わ
き

屋や

義よ
し

助す
け

を
迎
え
て
蜂
起
し
て
か
ら
一
年
余
り
後
、
暦り
ゃ
く
お
う応

元
年
（
延え
ん

元げ
ん

三
年
）
二
月
中
旬
、
新
田
義
貞
は
鯖さ
ば

波な
み

で
斯
波
高た
か

経つ
ね

を
破
り
国こ
く

府ふ

（
越
前
市
）
を
ほ
ぼ

制
圧
す
る
と
、
高
経
は
足あ
す
わ羽
の
城し
ろ

（
藤
島
城
・
高

木
城
・
黒
丸
城
な
ど
）
に
逃
れ
た
。
新
田
義
貞
と

脇
屋
義
助
も
河か
わ
い
の
し
ょ
う

合
庄
（
福
井
市
石い
し

盛も
り

町
付
近
）
に

移
動
し
、
九
頭
竜
川
を
挟
ん
で
高
経
が
拠
点
と
す

る
足
羽
の
城
と
対た
い

峙じ

し
た
。
こ
の
時
、
平
泉
寺
の

衆
徒
の
中
か
ら
「
藤
嶋
の
庄
は
当
寺
多
年
山
門
と

相さ
う

論ろ
ん

す
る
地
に
て
候
ふ
。
も
し
当
庄
を
平
泉
寺
へ

付
け
ら
れ
候
は
ば
、
若じ
や
く
は
い輩
は
城
々
に
籠こ
め

て
、
軍
忠

を
致
さ
れ
、
宿し
ゆ
く
ら
う老
は
捴そ
う

持ぢ

の
扉と
ぼ
そ
を
閉
ぢ
て
、
御
祈き

祷た
う

を
致
す
べ
き
に
て
候
ふ
」
と
申
し
出
が
あ
っ
た
。

つ
ま
り
、
藤
島
庄
を
延
暦
寺
か
ら
平
泉
寺
に
与
え

て
く
れ
る
な
ら
、
若
い
衆
徒
は
城
で
戦
い
、
宿
老

は
護ご

摩ま

堂ど
う

に
閉
じ
こ
も
り
怨お
ん
て
き
ち
ょ
う
ぶ
く

敵
調
伏
の
法
を
修
す

る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
斯
波
高
経
か
ら
返
答

が
あ
り
、
平
泉
寺
は
北
朝
に
味
方
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。

　

義
貞
は
、
灯と
う
み
ょ
う
じ

明
寺
（
福
井

市
）
を
拠
点
と
し
、
こ
こ
か

ら
足
羽
の
城
を
攻
撃
す
る
作

戦
を
と
っ
た
。
平
泉
寺
衆
徒

が
立
て
籠
も
っ
た
藤
島
城
で

の
戦
い
は
混
戦
と
な
り
、
義

貞
が
わ
ず
か
五
十
騎
の
軍
勢

を
引
き
連
れ
て
偵
察
に
出
か

け
た
と
こ
ろ
、
高
経
の
家
臣
で
あ
る
細
川
出
羽
守
・

鹿し
し

草く
さ

彦
太
郎
の
軍
勢
と
出
合
っ
て
流
れ
矢
に
あ
た

り
、
腹
を
か
き
切
っ
て
自
害
し
た
。
な
お
、
義
貞

戦
死
の
地
は
福
井
の
新に
っ

田た

塚づ
か

公
園
で
、こ
こ
は
「
灯

明
寺
畷
新
田
義
貞
戦
没
伝
説
地
」
と
し
て
国
史
跡

で
あ
る
。

　

藤
島
城
の
城
跡
は
、
福
井
市
藤
島
町
の
西
超
勝

寺
の
境
内
と
さ
れ
、
山
門
の
側そ
ば

に
藤
島
城
址
の
石

碑
が
あ
る
。
こ
の
城
は
堀
で
囲
ま
れ
館
跡
と
も
言

え
る
。
隣
接
す
る
林
村
に
は
「
東
館
・
西
館
」
と

い
う
地
名
と
、
館や
か
た
を
囲
む
堀
跡
を
描
い
た
城
跡
が

明
治
の
地
籍
図
に
載
っ
て
い
る
。
こ
の
城
の
面
積

は
四
十
ア
ー
ル
（
四
反
）
ほ
ど
で
あ
る
。

（
参
考
文
献
『
日
本
古
典
文
学
全
集
55　

太
平
記
』

『
福
井
県
の
中
・
近
世
城
館
跡
』）

文
化
財
保
護
委
員　

佐
野
光
臣藤島町の西超勝寺山門と藤島城址の石碑藤島町の西超勝寺山門と藤島城址の石碑

林城（出典『福井県の中・近世城館跡』）


